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日
照
不
足
が
あ
っ
た
た
め
、
葉
タ
バ
コ

や
果
樹
の
玉
太
り
な
ど
に
影
響
が
出
て

い
ま
す
。

　

報
告
す
る
数
値
は
、
自
家
消
費
や

直
売
所
な
ど
の
数
量
は
含
み
ま
せ
ん

が
、
葉
タ
バ
コ
は
反
当
た
り
２
０
１

㌔
、
キ
ロ
単
価
１
千
７
０
４
円
、
反
収

34
万
２
千
２
９
０
円
で
し
た
。
総
額
は

４
億
８
百
万
円
で
、
昨
年
に
比
べ
て
キ

ロ
単
価
53
円
の
減
、
反
重
量
27
㌫
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
は
キ
ロ
当
た
り
１
千
６
０
０

円
で
、
昨
年
よ
り
少
し
良
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
は
生
産
量
６
８
１
㌧
、
前

年
比
１
０
１
㌫
で
し
た
。
キ
ロ
単
価

２
０
４
円
、生
産
額
１
億
３
千
９
０
０
万

円
、
前
年
比
１
０
３
㌫
で
す
。

　

柿
は
過
去
５
年
間
で
最
高
の
豊
作
と

な
り
、
約
２
千
７
０
０
㌧
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
消
費
者
の
購
買

意
欲
の
減
少
と
全
国
的
な
供
給
過
剰
の

た
め
、
単
価
は
昨
年
よ
り
２
～
３
割
減

り
、
平
均
１
０
０
円
程
度
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

栗
の
収
量
は
２
７
０
㌧
、
単
価
は

キ
ロ
当
た
り
３
７
５
円
、
生
産
額
は

１
億
２
千
２
０
０
万
円
で
し
た
。

　

ブ
ド
ウ
の
生
産
量
は
前
年
比
95
㌫
で

す
が
、
単
価
は
５
～
10
㌫
高
の
７
３
７

円
と
好
調
で
、
生
産
額
６
千
７
８
５
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乾
燥
し
い
た
け
は
、
内
子
森
林
組
合

の
取
り
扱
い
数
量
が
３
万
１
千
㌔
。
前

年
比
20
㌫
減
。
販
売
金
額
は
１
億
３
千

２
０
０
万
円
、
平
均
価
格
４
千
２
８
７

円
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

菌
床
し
い
た
け
は
数
量
54
万
６
千
２

５
９
㌔
、
販
売
額
５
億
２
千
９
０
０
万

円
で
す
。

　

夏
秋
ピ
ー
マ
ン
は
、
生
産
量
15
万
６

千
６
５
４
㌔
、
販
売
額
４
千
７
６
５
万

円
、
前
年
比
１
２
３
㌫
で
し
た
。

　

農
政
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て

は
、「
内
子
町
農
林
業
施
設
整
備
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
」の
内
容
を
改
正
し
、

園
芸
施
設
や
き
の
こ
栽
培
施
設
の
設
備

を
新
規
・
増
設
整
備
す
る
場
合
に
、
直

接
必
要
と
す
る
10
～
１
０
０
万
円
以
内

の
資
材
費
に
対
し
て
30
㌫
の
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

佐
々
木
農
業
委
員
会
会
長

②「
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
21
年
６
月
24
日
に
公
布
さ
れ
、

12
月
15
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
過
疎
化
、
高
齢
化

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
増

加
を
食
い
止
め
、
優
良
農
地
を
確
保
し

て
、
耕
作
者
の
地
位
の
安
定
と
食
料
自

給
率
向
上
、
安
定
供
給
を
図
る
た
め
の

も
の
で
す
。
国
は
農
地
の
転
用
規
制
を

厳
格
化
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
て
、
農

地
確
保
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
を
明
確
に
し
、
違
反
転
用
に
対
す
る

処
分
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

農
地
の
貸
し
借
り
を
し
や
す
く
す
る
た

め
、
農
業
生
産
法
人
以
外
の
Ｊ
Ａ
や
一

般
企
業
の
参
入
の
道
が
開
か
れ
、
貸
借

期
間
も
今
ま
で
の
20
年
か
ら
50
年
に
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、
権
利
の
取
得
に
あ

た
っ
て
、
農
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の

効
率
化
、
周
辺
に
お
け
る
農
地
の
利
用

な
ど
に
支
障
を
生
じ
る
場
合
は
許
可
し

な
い
こ
と
、
農
地
の
貸
借
の
際
は
、
適

正
に
利
用
し
て
い
な
い
場
合
は
貸
借
を

解
除
す
る
旨
の
条
件
つ
き
許
可
が
で
き

る
こ
と
な
ど
、
権
限
の
強
化
が
盛
り
込

ま
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
る
権
限
委
譲
に

よ
っ
て
、
農
業
委
員
会
で
は
、
新
規
就

農
者
の
確
保
や
企
業
の
参
入
を
し
や
す

く
す
る
た
め
、
権
利
取
得
の
た
め
の
下

限
面
積
の
設
定
の
見
直
し
を
行
う
予
定

で
す
。

　

７
月
に
は
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
や
高
齢
化
の
進
行
へ
の
対
応
、
地
目

区
分
、
農
用
地
要
件
の
設
定
、
制
度
や

事
務
の
簡
素
化
な
ど
の
実
情
を
踏
ま
え

て
、「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」

の
継
続
・
拡
充
に
関
す
る
要
請
を
国
、

政
府
お
よ
び
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

よ
う
、
町
長
と
議
会
に
対
し
要
請
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
町
や
県
、
国
、
関
係
機

関
に
、
農
政
に
関
す
る
建
議
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
農
地
法
を
受
け
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
、
担
い
手
育
成
、
農
地
の
集
積
、
一

般
法
人
な
ど
の
農
業
参
入
要
望
に
的

確
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
内
子
町
の
農
業
振
興
の
一
翼
を
担

う
機
関
と
し
て
、
農
地
の
確
保
、
有
効

利
用
を
最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

◆
冨
永　

眞し
ん

吾ご　

議
員

【
消
費
者
行
政
へ
の
取
り
組
み
】

　

盛
岡
市
の
取
り
組
み
に
よ
れ
ば
、
国

保
や
税
金
の
滞
納
者
に
は
多
重
債
務
に

陥
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
そ
う
し
た
サ

ラ
金
や
不
法
な
訪
問
販
売
に
対
し
て
、

行
政
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
内
子
町
で
の
取
り
組
み
現
状
と

今
後
の
展
開
を
伺
う
。

大
野
住
民
福
祉
課
長

　

21
年
度
か
ら
、
大
洲
市
・
西
予
市
・

内
子
町
で
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
資
格
を
有
す
る
専
門
相
談
員
を
雇

用
し
、
消
費
者
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
内
子
町
の
相
談
日
は
毎
週
水
曜
日

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
水
曜
日
以
外
で

も
、
相
談
者
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ

う
に
、
相
談
員
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら

素
早
い
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
は
、

無
料
で
相
談
に
応
じ
る
弁
護
士
事
務
所

を
紹
介
す
る
な
ど
、
相
談
者
の
負
担
軽

減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害
に
遇
い
や
す

い
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に「
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
で
の
啓
発
、
民
生

児
童
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
通

し
て
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
の
課
題
と
対
策
】

①
人
口
が
減
る
中
で
費
用
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
保
険
料
の
値
上
げ
は
必

至
と
考
え
る
。
内
子
町
で
は
、
ど
の
程

度
の
保
険
料
の
上
昇
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

②
保
険
料
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
在
宅

医
療
な
ど
の
方
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。
具
体
的
な
方
策
を
伺
う
。
ま
た
予

防
策
の
効
果
を
評
価
す
る
の
は
難
し
い

が
、
長
期
計
画
を
立
て
、
実
際
に
評
価

す
る
予
定
は
あ
る
か
。

大
野
住
民
福
祉
課
長

①
介
護
給
付
費
は
、
15
～
20
年
度
ま
で

の
６
年
間
で
年
平
均
約
４
㌫
の
伸
び
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
施
設

整
備
や
介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
増
を
含

ん
で
い
る
た
め
単
純
に
推
計
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
伸
び
率
を
年
約
３
㌫
と
見
込

み
、
３
年
後
の
第
５
期
は
、
９
㌫
増
の

５
千
円
程
度
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

②
介
護
給
付
費
を
抑
え
、
保
険
料
を
抑

制
す
る
た
め
に
は
、
若
い
頃
か
ら
食
事

や
運
動
な
ど
に
気
を
付
け
、
生
活
習
慣

病
対
策
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
内

子
町
で
は
、
一
般
高
齢
者
や
特
定
高
齢

者
を
対
象
に
、
介
護
予
防
の
た
め
の
運

動
教
室
、
転
倒
予
防
教
室
、
生
活
機
能

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
介
護

予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
来
年
に
は「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

Ｒリ

ュ

ウ

オ

ウ

Ｙ
Ｕ
Ｏ
Ｗ
」も
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
、

同
施
設
を
活
用
し
た
肥
満
解
消
運
動
教

室
、
介
護
予
防
教
室
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

解
消
運
動
教
室
、
特
定
高
齢
者
介
護
予

防
教
室
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

向
井
保
健
福
祉
班
長

②
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

数
値
目
標
な
ど
を
立
て
、
医
療
費
の
抑

制
に
対
す
る
評
価
な
ど
も
考
え
な
が
ら

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

【
政
権
交
代
後
の
町
行
政
へ
の
影
響
】

　

民
主
党
に
政
権
が
代
わ
っ
て
も
、
地

方
に
対
す
る
財
源
を
確
保
で
き
る
か
が

一
番
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

う
。
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
の
町
行
政

の
影
響
や
不
安
を
伺
う
。

最盛期の柿選果場（和田）

正しい判断力を身に付けることが大切

議会を傍聴しませんか
　議会は、どなたでも傍聴することができます。議会当日
に、傍聴人受付簿に住所・氏名・年齢を記載してください。
●定員　30 人（先着順）
※３月に定例会を行います。詳しい日程などは、議会事務
　局までお問い合わせください。
※議場内での写真撮影や録音は、原則として禁止されてい
　ます。
【問い合わせ】

内子町議会事務局（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１１５

議場の様子

稲
本
町
長

　

権
限
を
含
め
、
財
源
は
地
方
が
自
立

す
る
た
め
に
も
非
常
に
大
事
だ
と
考
え

ま
す
。
95
兆
円
の
新
年
度
国
家
予
算
が

概
算
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
も
、
先
行
き
は
決
し
て
楽
観
で

き
る
状
況
で
は
な
い
と
危き

ぐ惧
し
て
い
ま

す
。


